


































海外からお招きしております研究者は以下の通りです。Professor Leonid Kosals (The State 




事前に3 月 13 日(火曜日)までに、溝端（下記）まで、Faxあるいはemailにてご連絡いただきますよ
うにお願い申し上げます。とくに、その際には、懇親会へのご参加もお知らせいただきますように
お願い申し上げます。 
日時：2006 年 3 月 15 日（木曜日）－3 月 16 日（金曜日） 
15 日は午前 10 時から午後 5 時 40 分を予定しております。中国企業・ロシア企業・国際比較研
究の視座を軸に、次の 3 つのセッションを開催する予定です。 
①中国企業における聞き取り調査結果 10:00-12:00 
②ロシア企業における聞き取り調査結果  14:00-16:00 
③国際比較研究  16:30-17:40 




場所：京都大学 経済研究所 1 階 会議室 
連絡先・問合せ先：〒606-8501 京都市左京区吉田本町 京都大学 経済研究所   






















         【テーマ】①経済成長と環境保全は両立するか 
              ②人的資源と制度をいかに構築するか 
              ③インフラと産業において優先すべきものは何か 
       ・パネルディスカッション/クロージングセッション 
４ 参加費 無料 
５ 申込方法 第40回アジア開発銀行年次総会協と開催支援推進会議事務局まで、 
































も便利である。煙台には韓国人 2 万 5,000 名が居住し、韓国語の看板を掲げる店がたくさんある。













活している韓国華僑も多く、すべてを合わせば 1,000 名と推定した。聯誼会は会長 1 名、副会長 4
名、顧問、理事、監査などで構成され、役員は28名である。事務室は煙台市内にある「虹口大厦」
というビルの中にあり、3 名の漢族の女性が事務員として働いている。会長の選挙は 2 年ごとに行
われる。張会長は 2003 年選出されてから現在まで会長を務めている。聯誼会の運営は役員から月
100元（約1500円）を徴収して充てていて、とくに会員から会費を徴収することはない。 
 張会長のように中小規模の工場を経営している韓国華僑は少なくない。韓国で成功した華僑が煙
台に設立した牛乳工場が一つ、キムチ工場二つ、飼料工場一つ、醤油工場などがある。そのほかに、
食堂を経営している人が15名程度ある。聯誼会副会長の宋永俊氏は煙台の開発区で和食食堂の「魚
佳」を経営している。孫文武氏は韓国料理の食堂の「大韓門」を経営している。煙台埠頭にある「味
味香」は韓国華僑経営で比較的規模が大きい韓国式中華料理店である。 
郝国富によれば、仁川－煙台を往来する韓国華僑の小貿易商は約100名あると言う。韓国華僑の
小貿易商は全体の2－3割を占めて、最近1－2年の間に急増している漢族の小貿易商が全体の4－
5割を占め、残りの2－4割は韓国人と朝鮮族が占めていると言う。韓国華僑が韓国企業の煙台投資
に案内役を果たしていると聞いたが、具体的な事実は把握していない。 
張会長は「会員は 60 歳以上の老人が多い。とりわけアメリカへ移住した韓国華僑が煙台へ再移
住する人が多い。アメリカでは言葉が通じないし、物価が高くて生活が不便であるけど煙台は彼ら
のもとの故郷であり、物価が安く、言葉も通じるから老後を過ごすに最適の環境である」と話した。
聯誼会事務室の一角にはマージャンを打つ老人が多く、穏やかな雰囲気が漂っていた。 
 今後韓国はともかく、台湾、アメリカに居住している韓国華僑の煙台への移住はもっと増えるだ
ろう。韓国の江菱から来た孫楽儀氏は煙台の魅力に魅せられている。「ここの生活は余裕がある。物
価がとても安い。言葉も通じるから何の不便を感じない。これから煙台で住み続けたい。娘一人は
煙台の韓国人学校に、もう一人は中国人学校に通わせている。 
 中国政府は帰国華僑を配慮する措置を出している。1991年には帰国華僑と華僑家族に対して国家
の適切な配慮を保障する法案が採択された。1994年には「中華全国帰国華僑聯連合会」(僑聯)傘下
に8,000の組織が作られ、中央政府と地方政府の華僑業務を担当する部署の「僑辧」が設置された。
煙台地方政府の「僑辧」は韓国華僑の煙台投資を働きかけている。張会長は「僑辧」が聯誼会及び
韓国華僑に対して優遇してくれることは今のところないけれども必要な時は「僑辧」を訪ねて助け
を求める時もある」と話した。 
 19世紀末と植民地期における韓国華僑は中国大陸と朝鮮半島を華僑ネットワークで結びつき、相
当な経済力を形成していた。今回の煙台のフィールド調査で、今後中国経済の発展と韓中経済関係
のさらなる緊密化は、世界に散っている韓国華僑には新しい経済的チャンスを提供するだろうと感
じた。韓国華僑は韓中関係、東北アジア地域を把握するに欠かせない存在であり、今後もその動向
を注視していきたい。 
